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ン
フ
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ク
シ
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岡
さ
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さ
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株式会社世界思想社教学社株式会社世界思想社教学社

「赤本」適正配本と大学情報発信「赤本」適正配本と大学情報発信
販売管理とポータルサイトで支援販売管理とポータルサイトで支援

加速する加速する
出版流通システム出版流通システム

世界思想社と教学社の商品

伊藤次長（左）と岸下マネー
ジャー

　大学入試過去問題集、通称「赤本」で知
られる世界思想社教学社は、2024 年に販
売管理システムを刷新。処理速度や安定性
が改善され、現場の負荷軽減、業務全般の
効率化につながった。

株式会社世界思想社教学社
資本金：1000 万円
創　業：1948 年
代表者：上原寿明
所在地：〒 606-0031 京都市左京区
　　　　　　　　　　　岩倉南桑原町 56
電　話：075-721-6500（営業）

幅広い読者層を見据え、出版活動の強化を図って
いる。

ストレス軽減＆効率化
　同社は 2010 年、基幹システムの刷新に伴い、
当時約 200 の出版社導入実績があり、カスタマイ
ズの柔軟性に定評があった光和コンピューターの
販売管理システムを採用した。
　ただ、赤本を中心に半年で 600 点の新刊、販売
特性が異なる 2 ブランドの展開という同社特有の
形態から、開発は難航。試行錯誤と再設計を繰り
返し、2 年を費やして最適なシステムを構築した。
　それでも、データ量が設計段階の想定を超えて
いたこともあり、徐々に処理速度と安定性への不

369大学の過去問
　同社は学術専門書・教養書の「世
界思想社」、学習参考書の「教学社」
という 2 ブランド体制で事業を展開
する。1948 年に世界思想社として
事業を開始。51 年に教育図書部門
として教学社を併設し、高校副読本
の出版を開始すると 54 年には「大
学赤本シリーズ」の刊行をスター
ト。『京大入試』など 3 点から始まっ
た同シリーズは現在 369 大学 552 点
に達し、「共通テスト赤本シリーズ」
や「難関校過去問シリーズ」を含め

コンピューターに再設計を依頼し、24 年から新
システムが稼働している。岸下マネージャーは「処
理速度や安定性の改善によりストレスが軽減さ
れ、業務全体を見直したことで効率化につながっ
ている」と再構築の効果を語る。

赤本と大学情報一体の
　　ポータルサイト導入

　また、同社は自社 Web サイトの制作も光和コ
ンピューターに委託しており、24 年の赤本のリ
ブランドの一環でリニューアルを図った。これま
で出版情報を中心に発信していたが、新サイトで
は大学情報を核に、入試情報や過去問、リスニン
グ音声に解答用紙、合格体験記、さらに動画まで、
多様な受験コンテンツを集約した。伊藤次長は「今
後もコンテンツの充実を図り、受験生を多角的に
サポートしていく」とさらに強化していく構えだ。
　光和コンピューターに対して、「赤本などの年
度版商品は小部数発行のため出荷調整が必要で、
Web 受注の実現に至っていない。書店への導入
実績も豊富な光和さんに、書店システムと連携し
た持続可能な仕組みづくりに力を貸してほしい」
と期待を寄せている。

多様化する「赤本」
　「大学赤本」創刊 70 周年を迎えた 24 年には、
象徴の赤を基調としながらも、挿し色やタイトル
文字を優しいデザインへと一新した。受験生から
は「圧迫感がなく親しみやすい」と変更を歓迎す
る声が上がった一方、中高年世代からは「あの〝圧〟
を感じるデザインがやる気を起こさせた」と惜し
む反応も届いたといい、営業部の伊藤雅啓次長は

学ぶ人のために
　　シリーズから売れ筋

　一方、世界思想社では 1967 年創刊の「学ぶ人
のためにシリーズ」が刊行点数 300 点を超える看
板シリーズとして定着。今春刊行の『ケアを学ぶ
人のために』（西村ユミ・熊谷晋一郎編）は発売
即重版が決まった。
　今月には文芸評論家の三宅香帆さんが大学院の
研究者にインタビューした同氏初のルポ『学ぶこ
とが仕事―博士という生き方』を刊行するなど、

ると年間刊行点数は約 600 点に上る。
　2022 年に定期配信を開始した YouTube「赤
本チャンネル」では、予備校講師や同社参考書の
著者が受験情報を発信。受験生のみならず保護者
にも好評で、チャンネル登録者数は 8 万人に到達
する勢いを見せている。

習で生じた課題を記録する「赤本ノート」や、弱
点克服のための「赤本プラス」など、多彩な受験
生サポート商品も拡充。営業部・岸下登志夫マネー
ジャーは「各書店の学参コーナーで展開していた
だき、赤本との相乗効果もあり、売上は年々伸び
ている」と手応えを語る。

「時代を超えて長く愛用されて
きたことが大変ありがたい」と
感謝を口にする。
　昨年度から新しく大学ごとの

「おすすめ参考書」欄を設けた。
これにより各大学の赤本を軸と
した関連参考書の併売が進み、
書店店頭では〝大学別〟フェア
が企画されるなど、売り場の活
性化にも一役買っている。
　また、学習スケジュールを書
き込む「赤本手帳」、過去問演

安が露呈。ま
た、 導 入 か
ら 10 年 以 上
が経ち、新刊
配本に対する
アプローチが
変化するなど
システムに求
める内容も変
わってきたこ
とから、光和

　
講
談
社
は
９
月
18
日
、「
講

談
社
本
田
靖
春
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
賞
」（
第
48
回
）
と
、

「
講
談
社
科
学
出
版
賞
」（
第

42
回
）
の
贈
呈
式
お
よ
び
祝

賀
会
を
東
京
・
千
代
田
区
の

東
京
會
舘
で
開
催
し
た
。
本

田
靖
春
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
は
山
岡
淳
一
郎
氏
の
『
炎

と
水 

中
村
哲
と
名
も
な
き

人
た
ち
の
旅
』（
集
英
社
）が
、

科
学
出
版
賞
は
内
藤
健
氏
の

『
ア
ズ
キ
の
起
源
』（
東
京
書

籍
）
が
受
賞
し
た
。

　
式
の
冒
頭
、
講
談
社
・
野

間
省
伸
社
長
が
開
会
の
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
。
受
賞
作
に

つ
い
て
「『
炎
と
水 

中
村
哲

と
名
も
な
き
人
た
ち
の
旅
』

は
丹
念
な
取
材
に
よ
り
中
村

さ
ん
の
思
想
的
背
景
や
人
々

へ
の
影
響
を
描
き
出
し
た
作

品
、『
ア
ズ
キ
の
起
源
』
は

軽
妙
な
筆
致
で
研
究
成
果
を

分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
科

学
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く
れ

る
」
と
評
価
し
た
。

　
続
い
て
、
本
田
靖
春
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
選
考
委
員

を
代
表
し
て
魚
住
昭
氏
が
選

評
を
述
べ
た
。魚
住
氏
は「
中

村
哲
さ
ん
の
稀
有
（
け
う
）

な
人
間
の
有
り
様
が
彼
の
同

志
た
ち
の
目
を
通
し
て
鮮
や

か
に
描
か
れ
、
編
集
者
の
役

割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
教

え
ら
れ
る
優
れ
た
作
品
だ
っ

た
」と
受
賞
作
を
た
た
え
た
。

　
科
学
出
版
賞
選
考
委
員
を

代
表
し
て
講
評
し
た
藤
嶋
昭

氏
は
「
受
賞
作
は
ア
ズ
キ
が

日
本
で
生
ま
れ
た
作
物
で
あ

る
こ
と
を
証
明
す
る
、
非
常

に
楽
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
。
多

く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
高
く
評
価
し
た
。

　
受
賞
者
の
山
岡
氏
は
「
中

村
さ
ん
に
つ
い
て
は
す
で
に

多
く
の
類
書
が
あ
っ
た
が
、

も
っ
と
違
う
形
で
人
間
と

し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い

と
い
う
思
い
を
集
英
社
の
編

集
者
が
受
け
止
め
、
支
援
し

て
く
れ
て
実
現
し
た
本
」
と

振
り
返
っ
た
。
ま
た
、
本
の

完
成
を
見
ず
に
亡
く
な
っ
た

編
集
者
や
関
係
者
の
サ
ポ
ー

ト
に
深
い
感
謝
を
表
し
た
う

え
で
、「
こ
の
賞
を
励
み
に
、

一
層
精
進
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

　
続
い
て
内
藤
さ
ん
は
、
開

口
一
番「
や
っ
た
で
！
」と

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。「
ア
ズ
キ
は

日
本
原
産
で
、
縄
文
時
代
に

は
栽
培
が
始
ま
り
、
日
本
人

に
と
っ
て
お
米
よ
り
も
長
く

つ
き
あ
っ
て
き
た
作
物
。
先

輩
た
ち
が
積
み
上
げ
た
研
究

や
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
助
力
に

よ
り
、
そ
の
起
源
に
た
ど
り

着
け
た
」と
語
り
、会
場
に
駆

け
付
け
た
関
係
者
た
ち
と
喜

び
を
分
か
ち
あ
っ
た
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
は
創
設
80

周
年
を
記
念
し
て
、
累
計
発

行
部
数
５
７
６
万
部
突
破
の

松
下
幸
之
助
著
『
道
を
ひ
ら

く
』
を
、
10
月
30
日
か
ら
限

定
カ
バ
ー
で
展
開
す
る
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
旧
松
下

電
器
産
業
）
グ
ル
ー
プ
と
Ｐ

記
念
限
定
カ
バ
ー
の
表
面
は

松
下
氏
が
商
売
の
原
点
と
し

た
「
13
歳
で
初
め
て
１
台
の

自
転
車
を
売
っ
た
体
験
」
に

思
い
を
は
せ
た
特
別
デ
ザ
イ

ン
。
裏
面
は
通
常
デ
ザ
イ
ン

の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
仕
様
と

な
っ
て
い
る
。
同
誌
の
表
紙

画
を
担
当
し
て
い
る
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
・
坂
内
拓
氏
が

手
掛
け
た
。

　
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
背
景
に

は
、
書
店
共
創
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
。
当
初
は

30
～
40
代
の
男
性
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
の
必
読
書
と
し
て

定
着
し
て
い
た
が
、
２
０
１

３
年
に
は
女
性
層
を
意
識
し

た
拡
材
や
カ
バ
ー
に
替
え
、

店
頭
で
の
見
せ
方
の
刷
新
な

ど
を
実
施
。
14
年
に
は
30
～

40
代
の
女
性
が
メ
イ
ン
読
者

層
に
な
る
な
ど
、
読
者
層
の

幅
を
広
げ
た
。

　
15
年
か
ら
は
全
国
の
書
店

法
人
や
地
域
と
連
携
し
た

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
バ
ー
販
促

企
画
」
を
実
施
。
同
社
に
よ

る
と
、
こ
の
企
画
が
ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
化
の
最
大
の
要
因
に

な
っ
た
と
い
う
。
現
在
ま
で

に
累
計
１
３
９
種
類
の
限
定

カ
バ
ー
を
制
作
。「
既
刊
本
」

か
ら
「
そ
の
場
所
で
し
か
買

え
な
い
」「
今
、
手
に
取
る

べ
き
特
別
な
一
冊
」
へ
と
価

値
を
再
定
義
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
読
者
を
獲
得
し
て
い

る
。

　
１
９
６
８
年
の
発
売
以

来
、
読
み
継
が
れ
て
き
た
同

書
。
生
前
、
松
下
氏
は
「
世

の
中
を
良
く
す
る
た
め
に
１

０
０
０
万
部
出
し
て
い
き
た

い
」と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

現
在
で
は
、
中
国
、
韓
国
、

台
湾
な
ど
18
カ
国
の
翻
訳
出

版
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

Ｈ
Ｐ
研
究
所
の

創
設
者
・
松
下

幸
之
助
氏
が
月

刊
誌
『
Ｐ
Ｈ

Ｐ
』
に
連
載
し

た
随
想
を
単
行

本
化
。
80
周
年

　
光
文
文
化
財
団
は
９
月
16

日
に
最
終
選
考
委
員
会
を
行

い
、
第
30
回
日
本
ミ
ス
テ

リ
ー
文
学
大
賞
に
笠
井
潔

氏
、
同
新
人
賞
に
雲
井
登
一

氏
「
デ
ン
ド
ラ
イ
ト
」
を
選

出
し
た
。

　
大
賞
は
日
本
の
ミ
ス
テ

リ
ー
文
学
の
発
展
に
著
し
く

寄
与
し
た
作
家
お
よ
び
評
論

家
に
贈
ら
れ
る
。
選
考
委
員

は
赤
川
次
郎
、
綾
辻
行
人
、

逢
坂
剛
、
佐
々
木
譲
の
４

氏
。
正
賞
に
は
シ
エ
ラ
ザ
ー

ド
像
、
副
賞
に
は
３
０
０
万

円
が
贈
ら
れ
る
。

　
笠
井
氏
は
受
賞
に
つ
い

て
「
自
分
が
候
補
に
な
る
と

は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
大
変
驚
い
た
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　
新
人
賞
は
新
鮮
な
魅
力
と

野
心
に
あ
ふ
れ
た
才
能
の
発

掘
を
目
的
と
し
た
賞
。
最
終

候
補
作
に
は
オ
オ
ノ
ヤ
氏
の

「
離
島
」、
柏
村
純
氏
の
「
夜

明
け
と
洋
燈 

～
小
樽
が
た

り
～
」、
雲
井
氏
の
「
デ
ン

ド
ラ
イ
ト
」、
栗
岡
志
百
氏

「
ア
イ
ス・ス
チ
ー
ル
／
チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
」
が
選
ば
れ
た
。

最
終
選
考
は
月
村
了
衛
、
中

山
七
里
、
葉
真
中
顕
、
湊
か

な
え
の
４
氏
が
行
い
、
満
場

一
致
で
雲
井
氏
の
「
デ
ン
ド

ラ
イ
ト
」
に
決
定
し
た
。
正

賞
に
は
同
像
、
副
賞
と
し
て

５
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
る
。

　
贈
呈
式
は
来
年
３
月
17
日

17
時
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

で
開
催
予
定
。

　
笠
井
氏
は
１
９
４
８
年
生

ま
れ
、東
京
都
出
身
。74
年

の
パ
リ
滞
在
中
に
執
筆
し

た『
バ
イ
バ
イ
、
エ
ン
ジ
ェ

ル
』（
角
川
書
店
、創
元
推
理

文
庫
）で
79
年
第
６
回
角

川
小
説
賞
を
受
賞
し
て
デ

ビ
ュ
ー
。
評
論
家
と
し
て
も

活
躍
し
、97
年『
本
格
ミ
ス
テ

リ
の
現
在
』編（
国
書
刊
行

会
）で
、第
51
回
日
本
推
理
作

家
協
会
賞
を
受
賞
。
第
３
回

本
格
ミ
ス
テ
リ
大
賞
で
は
、

２
０
０
２
年
刊
行
の
『
探
偵

小
説
論
序
説
』（
光
文
社
）

が
評
論・研
究
部
門
を
、『
オ

イ
デ
ィ
プ
ス
症
候
群
』（
光

文
社
、
創
元
推
理
文
庫
）
が

小
説
部
門
を
同
時
受
賞
し
て

い
る
。

　
雲
井
氏
は
１
９
８
２
年
生

ま
れ
、
神
奈
川
県
出
身
。
明

治
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治

学
科
を
卒
業
。
現
在
は
東
京

都
に
在
住
の
会
社
員
。

　
紀
伊
國
屋
書
店
は
こ
の
ほ

ど
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
紀
伊

國
屋
書
籍
販
売
が
運
営
す
る

20
店
舗
と
、
旭
屋
書
店
が
運

営
す
る
２
店
舗
の
計
22
店
舗

に
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
「
紀

伊
國
屋
ポ
イ
ン
ト
」
を
導
入

し
た
。

　
ま
た
、
導
入
を
記
念
し
て

対
象
店
舗
で
は
10
月
17
日
か

ら
25
日
ま
で
ポ
イ
ン
ト
２
倍

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

た
。


